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歳祝い並びに長寿祈願 ～庭野開祖『老年期の心構え』を紹介～ 

京都教会では 9 月 13 日に『歳祝い並びに長寿祈願』

を行ない、多くの会員が長寿のお祝いに駆け付けまし

た。読経供養の中で導師の東教会長が、慶事を迎える

198 名のお名前を読み上げ、祈願を行ないました。そ

の後、お礼の言葉に立った 2 名の会員は、多くの方に

支えられて今日に至れたことに感謝の意を表しまし

た。 

 
東教会長はお言葉の中で、長寿の方への記念品と『聖

寿万歳』の色紙並びに『菊の紋章』を模したシールを

贈呈したいとしました。このシールは 11 月に庭野開

祖生誕 120 年（大還暦）にあたることや、山菊のしず

くを飲むことで不老不死になったと言われる中国の伝

説を元にしているとしました。 

  

続けて、古来、大和言葉で『9』は九つ（ここのつ）

と呼び、長寿・高貴を意味し、『9 月 9 日』は 9 が重

なることから重陽（ちょうよう）の節句と言われ、こ

の上ない祝いの日であると解説するとともに、庭野開

祖が説かれた『老年期の心構え』を紹介しました。 

心構えについて東教会長は「姿かたちが変わっていく、

身体に変化が出てくることが『老い』で、それを認め、

受容していくことが大切です。老年とは、永遠の命を

精一杯生きて、次の世への移り変わりの準備をする期

間であり、私たちは生まれて亡くなる『生死』を対局

のように捉えているが、開祖さまは一貫して同じもの

の捉え方をされていて、次の世に生まれ変わるために、

姿かたちを変えていく準備時期です」と解説しました。 

庭野開祖が『この世の命あるうちに、人を愛し、世に

奉仕し、善いことをしておきたいという気持ちになら

ざるを得ません。夫婦相（あい）いたわり、子供たち

には理解と寛容を持って接し、孫たちを可愛がり、隣

人とも仲良くしていく。さらには、悩んでいる人の相

談相手になり、苦しんでいる人には救いの手を差し伸

べて欲しいと思うのです。そうするならば、誠に夕映

えのような美しい老年となるでしょう。そして、後光

の差すような尊い老人像になるでしょう』とご法話下

さっていたと述べ、「日頃の菩薩行と何ら変わらず、こ

のことを実践し、多くの皆さんにお伝え頂きたい」と

締めくくりました。 

その後、東山警察署の

方から詐欺被害防止啓発

の講演を約 20 分頂き、

スクリーンに投影された

資料を拝見しながら、自

分事のように考えること

が出来ました。 

 

京都教会ビデオレター10月号 配信中 ～東教会長発～ 

ビデオレター10 月号が京都教会のホームページで公

開されています。パスワードは各支部長にご確認下さ

い。https://rkk-kyoto.jp/archive1/20261001 

左記の QR コードをスマートフォンで読

んで、ご覧頂くことも出来ます。 

地区単位、各家庭においても視聴し、 

1 ヶ月の修行目標とさせて頂きましょう。 

令和８年、私たちは「仏さまと出会い サンガと語り合って 心田を耕そう」を実践して参ります。 

京都教会のホームページもご覧下さい。https://rkk-kyoto.jp/（右のＱＲコードからご覧頂けます） 
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脇祖さま報恩会 ～お陰さまに報いる生き方・燈明になる～ 

 脇祖さま報恩会が 9 月 10 日、教会法座席で行なわ

れ、多くの会員が参集しました。本部からのインター

ネット配信と京都教会での式典を織り交ぜながら行な

われ、本部配信では説法と庭野会長のご法話を拝見し

たあと、東教会長のお言葉がありました。 

東教会長は冒頭、聖壇上の花の様子を讃嘆し、前日

から準備された会員へ感謝の意を述べました。その後、

説法された方は長年、庭野開祖と庭野会長に仕えられ 

  

てきたことを紹介。『お給仕』について解説されました。

「お給仕は『最も尊い仏さま』と『仏さまが生かすす

べての命』に仕える訓練で、家庭や職場での実践を通

して、心が幸せになります。このことを脇祖さまから

教えて頂きました」と述べました。 

また『幸せ』を使わずに『仕合せ』と表現しているこ

とについて、日本の伝統的な文字で、本来は『仕合せ』

で『仕え合う（つかえあう）＝お互いにつかえあう』

の意味があると解説し、多くの人に支えられて今ここ

にいる私たちは、それに報いる生き方をしないといけ

ませんよと脇祖さまから生涯を通して教えて頂きまし

たとまとめました。 

最後に佼成 9 月号から脇祖さまの人柄を紹介し、今度

は私たちが燈明になるようにと今後の精進を促しまし

た。 

 

鳥取教会 秋季彼岸会に参加 ～壮年・渉外部スタッフ～ 

京都教会壮年・渉外部スタッフ 5 名は 9月 19～20

日、鳥取教会を訪れました。今回の訪問は 20 日に鳥

取教会で行なわれた秋季彼岸会に(有)京四季庵 澤村社

長が挨拶を述べることがきっかけに、社長が京都教会

聖壇組長も兼任していることから 19 日に聖壇の所作

をお伝えすることになったものです。 

川村鳥取教会長は前日の 18 日に京都入りし、19 日

朝、スタッフの車に同乗。往路では様々な学びを得る

ことが出来ました。特に、世間で流行りの話しで車内

は会話が弾むものの、渋滞で少しも進まない中、信仰

の話しに転じると急に渋滞がなくなり、スムーズに走

行する不思議な現象がありました。 

鳥取教会に到着後、小休止を行ない、聖壇所作の確

認を開始。合掌・礼拝の姿勢や歩行練習、その後、導

師・鐘・木鉦・太鼓に分かれ、鳴り物についてはロー

テーションしながら共に学び合うことが出来ました。

短時間でしたが、充実した練習時間になり、皆、達成

感を味わったようでした。 

その夜は、鳥取教会壮年・渉外部スタッフの方々と

の懇親会の場が設けられ、日頃の活動の様子を語り合

うなど和やかな雰囲気の中、親睦を深められました。 

 

20 日 10 時から始まる秋季彼岸会を前に、9 時から

再度、聖壇所作の確認を本番さながらに行ない、教師

資格者およそ 70 名が見守る中、緊張感あふれる練習

となりました。 

式典は川村教会長導師のもと読経供養、その後、(有)

京四季庵 澤村社長の挨拶、川村教会長の講話へと続き

ました。澤村社長は挨拶の中で、鳥取教会に訪れるの

が 3 回目になることから過去に述べた話しにふれなが

ら、世界都市の一日にあたる駅乗降客数を紹介し、20

位までのほぼすべてが日本であることの意味について

述べました。また、北陸新幹線の新大阪への延伸が『桂

川ルート』に決定したことも紹介しながら、遠い将来

に『山陰新幹線』も考えられるとし、その時代の鳥取

市のあり方など 50 年後・100 年後を見据え、今を生

きる私たちのあり方について持論を展開しました。 

午後は鳥取教会支部長代表も含め、昼食を取りなが

ら交流会が行なわれ、2 日間の感想を述べあうなど和

気あいあいとした中、『来年は鳥取教会の皆さんが京都

教会に訪れてはどうか』との話しまで発展し、今後も

交流を深めていくことになりました。 

 
 


